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経済企業委員会会議録 

 

平成３０年６月１８日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０５分閉議（実時間１０８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第５７号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第３号（関係分） 

１．議案第５８号・平成３０年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第１号 

１．議案第７２号・平成３０年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第２号 

１．議案第７３号・平成３０年度八代市水道事

業会計補正予算・第１号 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （地方創生関係交付金事業について） 

  （八代市体育施設あり方検討会について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     橋 永 高 徳 君 
 
 
 

 
  農林水産部総括審 
            濱 本   親 君 
  議員兼次長 
 

  理事兼農業振興課長 小 堀 千 年 君 
 
  農業振興課園芸畜 
            松 出 春 雄 君 
  産係長 
 

  農林水産政策課長  豊 田 浩 史 君 
 
  フードバレー推進 
            豊 田 正 樹 君 
  課長 
 
 
  副市長（経済文化 
            田 中 浩 二 君 
  交流部長事務取扱） 
 

  経済文化交流部次長 岩 崎 和 也 君 

  経済文化交流部次長 中   勇 二 君 

  観光振興課長    田 中 辰 哉 君 

  理事兼商工政策課長 豊 本 昌 二 君 

  スポーツ振興課長  小 野 高 信 君 

 部局外 

  水道局理事兼局長  宮 本 誠 司 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） 皆さんおはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは、定刻となり、定足数に達しま

したので、ただいまから経済企業委員会を開会

いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

しております付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第５７号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、予算議

案の審査に入ります。 

 まず議案第５７号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第３号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費につい

て、農林水産部から説明をお願いいたします。 

○農林水産部長（橋永高徳君） おはようござ
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います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第３号中、農林水産業費について、濱本

総括審議員兼次長から説明申し上げます。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） 

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）座って説明させていただき

ます。 

 それでは、議案第５７号、平成３０年度八代

市一般会計補正予算・第３号中、当委員会に付

託されました農林水産部関係分について御説明

いたします。 

 別冊一般会計補正予算書の１４ページをお開

きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１１億７０５１万８００

０円を計上し、補正後の金額を１５億８８５４

万９０００円とするものでございます。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、農業生産総合対策事業としまして９億

７２５０万４０００円を計上しております。 

 本事業は、国の生産総合事業、強い農業づく

り交付金を活用し、生産・流通コストの低減に

向けた取り組みに必要な共同利用施設の導入な

どに要する経費の一部を補助するものでござい

ます。 

 事業実施主体は、八代地域農業協同組合、農

事組合法人熊本県温室園芸共同組合、農事組合

法人八協連でございます。 

 事業内容は、トマト農家が直面する気象災害、

とりわけ台風災害による被害への対策として、

従来の耐候性ハウスよりも低コストで導入がで

きる低コスト耐候性ハウスの導入となっており

ます。 

 総事業費が２２億１１１７万１０００円であ

り、消費税及び補助対象外経費を除いた額の２

分の１以内である９億７２５０万４０００円の

補助を行うものでございます。なお、特定財源

としましては、全額県支出金を予定しておりま

す。 

 次に、経営体育成支援事業としまして１６３

７万円を計上しております。 

 本事業は、人・農地プランに位置づけられた

中心経営体などが、経営規模の拡大や農産物の

加工、流通、販売などの経営の多角化などに取

り組む際に必要となる農業用機械などの導入に

要する経費の一部を補助するものでございます。 

 今回は、中心経営体などが融資機関からの融

資を受けて農業用機械・施設などを導入する際、

融資残について補助金を交付する融資主体型補

助事業について、３地区６経営体に対して１６

３７万円の補助を行うものです。 

 事業主体は八代市で、主な事業内容は、乗用

管理機、トラクター、ロータリーなどの農業用

機械の導入や花卉やスナップエンドウの栽培施

設や露地野菜の育苗ハウスの整備などでござい

ます。補助率は、総事業費の１０分の３以内で、

助成対象者ごとの上限額は３００万円となって

おります。なお、特定財源としましては、全額

県支出金を予定しております。 

 続きまして、産地パワーアップ事業としまし

て１億８１６４万４０００円を計上しておりま

す。 

 本事業は、地域の営農戦略として定めた産地

パワーアップ計画に基づき、意欲ある農業者な

どが高収益な作物、栽培体系への転換を図る取

り組みに必要な機械、機器のリース導入に要す

る経費及び施設整備にかかる事業費の一部を補

助するものでございます。 

 実施主体は八代鏡トマト研究会、うえなか共

同体露地野菜部会などの５経営体で、事業内容

としましては、高度技術導入施設や種子種苗生

産供給施設などの施設整備事業や、トラクター、

サブソイラ、野菜移植機などの農業機械、機器

のリース導入事業など、合わせて５事業となっ
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ております。 

 総事業費が４億９３３万６０００円であり、

消費税及び補助対象外経費を除いた額の２分の

１以内である１億８１６４万４０００円を補助

いたします。なお、特定財源としましては、全

額県支出金を予定しております。 

 目４・園芸振興費で、補正額２６８４万８０

００円を計上し、補正後の金額を３５１４万２

０００円とするものです。 

 まず、攻めの園芸生産対策事業としまして２

３２６万６０００円を計上しております。 

 本事業は、県の攻めの園芸生産対策事業を活

用し、温暖化や燃油、資材などの価格高騰とい

った厳しい状況下で産地間競争に打ち勝つ園芸

産地の維持発展を図るため、施設、機械、基盤

整備などの経費の一部を補助するものでござい

ます。 

 実施主体は、八代地域農業協同組合園芸部、

八代オーガニック研究会です。 

 事業内容は、風速２５メートルから３５メー

トルの風に耐え得る強化型単棟ハウスの導入、

冬場のレタスの品質向上、収量向上を図るため

の単棟ハウスの導入、換気の際の人的負担の軽

減や急激な気候変化に対応するための谷部自動

換気施設、自動内張開閉装置の導入など４事業

となっております。 

 総事業費が８３７６万円であり、消費税及び

補助対象外経費を除いた額の３分の１以内であ

る２３２６万６０００円を補助いたします。な

お、特定財源としましては、全額県支出金を予

定しております。 

 次に、畑作構造転換事業としまして３５８万

２０００円を計上しております。 

 本事業は、畑地におけるバレイショなどの生

産について、省力化の推進、新技術の導入、用

途転換の促進、生産力向上を図るための農業機

械の導入などに要する事業費の一部を補助する

ものでございます。 

 実施主体は、株式会社タナカ農産で、事業内

容としましては、種子用バレイショの生産にお

いて、石れき地や水はけ不良の圃場整備を図る

ためのストーンピッカー、カットドレーンの導

入、また、防除作業の効率化を目的とした防除

用ドローンの導入となっております。 

 総事業費が７７３万８２００円であり、消費

税及び補助対象外経費を除いた額の２分の１以

内である３５８万２０００円を補助いたします。

なお、特定財源としましては、全額県支出金を

予定しております。本事業は、本年度が初めて

の取り組みでございます。 

 以上で、一般会計補正予算・第３号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） ええとですね、農業生

産総合対策事業なんですが、低コスト耐候性ハ

ウスの件について伺います。 

 この件、財源は県支出金、全額なんですが、

今度ハウスを導入さるっじゃなかですか。それ

が新規なのか、建てかえ、更新、その割合、そ

の度合いを教えてください。全部更新。わかり

ますか、意味。 

○委員長（成松由紀夫君） わかりますか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 農業振

興課の小堀でございます。ただいまの質問、生

産総合の事業で、新規と建てかえの割合はとい

うことだと思います。（｢うん、ですです」と

呼ぶ者あり）全部で今回１２.４ヘクタールほ

どございますが、このうち新設が８.２ヘクタ

ール、それと更新が４.２ヘクタールというよ

うな割合になっております。（委員亀田英雄君

「ちょっとごめん、も一遍」と呼ぶ）新設が８.

２、更新が４.２ヘクタール、合計の１２.４ヘ

クタールという割合でございます。以上でござ
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います。 

○委員（亀田英雄君） さきの一般質問でもで

すたい、ちょっとトマトがダブついとらせんど

かというような話も伺ったというふうな記憶が

あっとですが、これだけ新設をしてまで、した

ことによってですたい、そんダブつきに一層拍

車をかけることになりはしないかというような

心配もするわけですが、その辺の観測というの

はどうされていますか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 確かに

供給過剰になりますと、価格の下落とか、そう

いった心配があるところでございます。これに

つきましては一般質問でも同じような質問をい

ただいたところでございますが、市場関係者か

らはですね、全国のトマトの需給バランスを安

定させるためには、八代産のトマトの安定供給

というのが不可欠であると。さらなる供給にも

市場は対応できるというふうに聞いております

ことから、現時点では供給過剰という状況には

ないのではないかなというふうに認識しておる

ところでございます。 

 ただですね、今後、長期的な視点としまして

はですね、そういう生産者団体ともですね、そ

ういった需給バランスといったところも協議し

ていかなければならない課題だというふうには

認識しておるところでございます。以上でござ

います。 

○委員（亀田英雄君） やっぱり近くのほうで

もですね、回ったらそんハウスばいっぱい建て

なっとですかて、大分ダブついとっとですばい

という話は聞くとですばい。それでもやっぱ本

当に必要な事業と思ってさるっ、またこん事業

を導入しなっということですね。ということで

伺ってよございますか。何とも言えん話ですば

ってんが、そん心配がですね、ちょっと聞こえ

るもんですけん。そげんならんごとやっぱこう

目くばせばしていきならんばですたい。導入し

て県の、財源が県のだいけん、じゃんじゃんや

んなっせっていうことで市が進めた。その結果

がトマトの暴落を招いて、結局農家の損ですよ、

生活を苦しめるようなことになればですたい、

本末転倒になっとですけん。その辺の何かチェ

ックシステムとか、何かそういったものもあわ

せてですたい、そやんと考えておらるっとか。

その辺の心配についてですよ、どのように答え

ていかれるつもりがあるのかというとはありま

すか何か。 

○委員長（成松由紀夫君） ダボつく、ダボつ

かんは抜きにして、今後の方向性とかそういっ

たものを具体的に述べろということです。よろ

しいですか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 現在、

各生産者団体におきましては、市場関係者も交

えたところでの出荷反省会といいますか協議会

というのも開催されております。そういった場

を活用しましてですね、市場からの情報等々も

十分に聞きながら、そういう需給バランスとい

ったものを考慮した生産というものを、地元の

ＪＡ等と協議してまいりたいというふうに考え

ております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（西濵和博君） ２点お尋ねしたいと思

います。 

 １点はちょっと具体的な数字のお尋ねになり

ますので、市のほうで把握していらっしゃるか

どうかあれなんですけれども、今五つの事業の

御説明いただきましたが、特定財源としては、

県支出金が１０分の１０ということを理解いた

しました。県内、農業国でございますので、農

業振興、政策の充実は、なお一層県内外から求

められているというふうに認識しているところ

ですけれども、今回の八代市の補正予算額合わ

せますと、五つの事業でおおむね１２億弱とい

うことで、相当な金額かなというふうに受けと

めました。 
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 では、県内のですね、県の予算枠の中で、こ

の五つの事業それぞれに、八代市に何割程度、

何パーセント程度配分してあるかというのは把

握してありますでしょうか。 

 まず１点目、以上お尋ねします。 

○委員長（成松由紀夫君） どちらが答えます

か。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） ただい

まの県内における市への配分の割合というとこ

ろの御質問ですけども、そこの数字は把握して

いないところでございます。申しわけございま

せん。 

 済みません、農業振興課のほうで担当してお

ります事業の分、生産総合、それから産地パワ

ーアップ、攻めの園芸、それから畑作構造転換、

この四つの事業につきましては、配分額の割合

は把握できておりません。済みません。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 農林水産

政策課分の経営体育成支援事業におきましては、

熊本県への配分額が６０００万円、そのうちの

１６００万円ということで、約２０％弱という

ことになります。以上です。 

○委員（西濵和博君） ちょっと唐突な質問で

したけど、また金額の把握ができましたらです

ね、機会を捉えて御報告いただければと思いま

す。 

 なぜお尋ねしたかの背景なんですけれども、

これ１０分の１０ということは、もちろん県の

ですね、農業政策という位置づけのもと、それ

ぞれの地域に見合う具体的な施策に重点的に力

を入れていらっしゃる、そこのマッチングがあ

ったというふうに思うわけなんですが、東北の

震災等でも見られますように、日本国はやっぱ

り海外に食べ物を依存する割合が高い中におい

て、そういった状況をいかに各県が互いに助け

合うかという視点も大事かなというふうに思い

ます。 

 そういう中で、県のですね、農業政策として、

例えばトマトにしろブランド化していくという

のと、自給、供給不足に陥ったところに熊本県

がいかにですね、その役割を担うかという視点

も大事かというふうに思いますので。需要と供

給のバランスというのは、市の目指す農業政策

と県の方向、そういった点が相まわないと日本

の内需、経済も賄えないかなというふうに思う

んですが。 

 今回もちろん１０分の１０というところでで

すね、県が目指す農業政策について、今、八代

市が果たすべき役割と、そういうことで、今回

補正予算があったかと思うんですけど。ちょっ

と広い意味でお尋ねで申しわけないんですけど

も、県の今、目指している農業政策について何

かコメントいただければと思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） 県の目指す農業像

についてコメントを誰がいけますか。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 大きく申

しまして、まず担い手の減少が大きなテーマで

ございます。それに対しまして、農地の集積そ

ういったものを地域の中心的経営体のほうに図

っていく。それで地域の農業を支えていくのが

一つのテーマでございます。 

 それとあと、熊本は西南暖地で台風、夏場の

気象災害かなり影響を受けます。そういう中で

園芸産地として全国的にも拡大してきておると

ころでございます。そういった中では、やはり

トマトというもの、冬トマトの産地もあります

ので、燃油のコストをかけないように、できる

だけ冬場の冬トマトの供給を安定的に行うべき

というところで、かなりの低コスト技術の導入。

そのためには、低コストで健全、頑丈なハウス

の整備そういったものが必要になってきており

ますので、そちらの施設の整備を進めつつ、省

力化と高生産技術の導入を図っていく。 

 また、一方で露地野菜、冬場の農地土地利用

型の農業では、露地野菜が非常に拡大しており
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ます。そういった中で、露地野菜の育苗段階で

の整備、そういったところで攻めの園芸対策事

業など、そういったものも進めてきております。 

 また、果樹におきましては天明など――、玉

名のほう、そちらのほうの果樹に対しましては、

やっぱり安定的でしっかり生産できるような新

品種の導入、果樹の需要期、お盆過ぎから始ま

ってまいりますので、そこで安定的な供給とか

ですね、そういったものも課題になってきてい

るというところです。それに基づきまして、県

の事業がさまざまな分野で進んでいるというと

ころでございます。八代市もそれに呼応するよ

うな形で事業の導入を進めていっているところ

でございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

○委員（西濵和博君） 具体的な例を挙げてい

ただいてですね、わかりやすく御説明いただき

ありがとうございました。 

 たまたまその県の予算があるからということ

でなく、今、御説明がまさしくありましたよう

に、県の政策の目標とするもの、ビジョンがあ

って、八代市もやっぱり農業の足腰をしっかり

していくと。そういうことかなというふうに理

解いたしました。 

 今後もしっかり農業政策頑張っていただけれ

ばと思います。ありがとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） ええとですね、５事業

があるんですけれども、そのうち４事業ほとん

ど団体さんちゅうか、そういう人たちですけど、

ここの産地パワーアップの事業のところでです

ね、最後のほうに一戸、言うたら個人さんかな、

個人さんが申請して補助を受けれるようになっ

てますけども、ほかには、こういうふうに個人

で申請された人というのはいないんですかね。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 農林水産

政策課が提案いたしております経営体育成支援

事業、こちらのほうが６経営体の事業でござい

ます。 

○委員（増田一喜君） いや、だから個人でこ

ういう補助を受けたいという人は、ここの１戸

だけなのかな。ほかにはそういう個人で補助を

受けたいという人はいなかったのかなと。 

○委員長（成松由紀夫君） どっちがいきます

か。どっち、こっち。 

○農業振興課園芸畜産係長（松出春雄君） 農

業振興課の松出です。今回、生産者１戸という

ことで、産地パワーアップ事業で申請してあり

ますけれども、団体はですね、３戸の農家で構

成されております。その代表者が１戸というこ

とで今回、名前のほうを上げております。以上

です。 

○委員（増田一喜君） 一応団体の中の個人さ

ん名でしてるということですけども。これ別に

この事業は団体でなければならないという決ま

りはあるんですか。個人ででもこれできるんで

すかね。ここには明記はしてないですね。ほか

の事業も一緒なんですけれども、大体それに頑

張られる人は個人でも構わないような雰囲気は

あるんですけど。 

○農業振興課園芸畜産係長（松出春雄君） 今

回のですね、産地パワーアップ事業については、

産地のくくりというのが大変重要になっており

ます。農家さん一戸でも出荷体制とか栽培体系

とか、そういったやつが証明できれば可能では

ありますけども、ほぼほぼ皆さん一戸じゃ受益

面積が足らないところが、出荷の目標額が達し

ないとかいうことで、ある程度グループをつく

ってから生産をされております。でないと、機

械導入する下限面積当たりを超えないというこ

とになっておりますので、一戸でも可能ではあ

りますけども、ほぼほぼ団体ということでなっ

ております。以上です。（委員増田一喜君「わ

かりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ
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んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（亀田英雄君） 先ほどちょっと質問さ

せていただいて、内容を聞いたわけです。財源

は県の支出金全額ということでですね、なんで

すが、事業費の半額はやっぱり農家が負担せん

ばんと。全額で１０億以上の負担せんばんてい

う話ですけん、いろんな情報といえばちょっと

あんまり太か話ですが、その情報収集にはです

ね、鋭意努められてですね、不幸なことがない

ようにですたい。やっぱ返済せぬばん話ですか

ら、半分な。その辺がうまくいくように、県の、

あと政策とも呼応しながらですね、本当に八代

市は何をやりたいのかというとも、やっぱり極

めていきながらですたい進めていただけたらな

というふうに思います。以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第５款・農林水産業費についてを終了いたしま

す。 

 執行部入れかわりのため小会いたします。 

（午前１０時２６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２８分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費及び第９款・教

育費について、経済文化交流部から説明を願い

ます。 

○副市長（経済文化交流部長事務取扱）（田中

浩二君） おはようございます。（｢おはよう

ございます」と呼ぶ者あり）事務取扱の田中で

ございます。経済企業委員会に付託されました

議案第５７号・平成３０年度八代市一般会計補

正予算・第３号中、経済文化交流部に係る部分

について、岩崎次長から説明をさせますので、

御審議方よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部次長の岩崎でござい

ます。よろしくお願いします。恐れ入りますが、

座って説明させていただきます。 

 それでは、議案第５７号・平成３０年度八代

市一般会計補正予算書・第３号の１４ページを

ごらんください。中段にあります。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費、

補正額６９８万４０００円を計上し、補正後の

額が３億５１８０万５０００円となっておりま

す。財源につきましては、特定財源の国県支出

金としまして、県の熊本地震復興基金交付金３

４９万２０００円、その他がまちづくり交流基

金３４９万２０００円となっております。 

 内容としましては、説明欄のおもてなし事業

としまして、一般社団法人ＤＭＯやつしろがイ

ンバウンドの誘客を促進するために整備された

くまナンステーションのオープンを契機としま

して、八代を訪れる外国人観光客等に対し、お

もてなしを展開するものでございます。中心市

街地の商店街や熊本市内にあるくまモンスクエ

アなどと連携した誘客キャンペーンの実施など

に要する経費を補正するものでございます。 

 個別に申し上げますと、誘客キャンペーンと

しまして、ＤＭＯやつしろに対してスタンプラ

リーの実施、商店等における多言語メニューの

作成、フリーＷｉＦｉ案内看板の作成などの業

務の委託に要する経費でございます。 

 もう一つは、中心市街地などにおきまして、

外国人観光客などにくつろいでいただくための

お休みどころとしまして、野点傘、ベンチなど

の備品購入に要する経費でございます。 

 続きまして、１６ページをごらんください。

下段になります。 
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 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費、補正額２９４万円を計上し、補正

後の額が１億７５１３万６０００円となってお

ります。 

 財源としましては、特定財源の国県支出金と

しまして、県の熊本地震復興基金交付金２９４

万円のみとなっております。 

 内容としましては、県の熊本地震復興基金交

付金を活用しまして、平成２８年熊本地震で被

災しました地域、集落における地域コミュニテ

ィーの場として長年利用され、地域住民が主体

となって維持管理されてきました神社やお堂な

どの施設の再建に要する経費を助成するために

補正するものでございます。 

 今回対象となりますのは、竹原町の菅原神社

など五つの神社、お堂の再建に要する経費とな

っております。補助対象額の２分の１相当額を

助成するものでございます。なお、総事業費と

助成金額の差額につきましては、地震保険や各

自治会の自己負担などで賄われる予定となって

おります。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） 商工費のおもてなし事

業についてちょっと伺います。 

 誘客キャンペーン業務委託というのは、この

ＤＭＯに委託されるものだというふうに思うん

ですが、今説明の中でいろいろメニューを言わ

れた。そのメニューを考えるのは、だけＤＭＯ

がするのか。だけ、ＤＭＯの何かこう自由度と

いうのはどの程度あっとかというのが、ちょっ

と伺いたいんですが。タイムリーに事業を行っ

ていけたらですね、いいのかなと。きのうも、

おとといですか、アーケードがにぎわったとい

う話もあったし。その辺のＤＭＯの自由度とい

うのはどのくらいあるのかですたい。この示さ

れたメニューを消化するだけなのか、ＤＭＯに

裁量がどの程度あるのかという話があればちょ

っと、その内容をちょっともう少し詳しい内容

とですね、ＤＭＯの自由度といいますか、その

辺の話をちょっと聞かせてください。 

○委員長（成松由紀夫君） 答弁できますか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 観光振興課の

田中でございます。よろしくお願いします。 

 ただいまですね、ありましたＤＭＯの自由度

ということなんですけど、今回のキャンペーン

に関しては、ＤＭＯとですね、あと商工会議所、

商店街さんも協力していただくということで、

ＤＭＯ、商工会議所と市、連携してですね、つ

くり上げていこうと思っております。 

 せっかくキャンペーンをやってですね、これ

が一過性に終わらないようにですね、このキャ

ンペーンをＤＭＯのほうにですね、将来的に、

やっぱり持続的にですね、ＤＭＯは利益を上げ

る団体でございますので、このキャンペーンが

最終的に将来的にですね、ＤＭＯの継続した事

業となるような形でですね、できればＤＭＯの

ですね、主体的に考えていただきたいというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） よかです。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） ええとですね、おもて

なし事業のところの、最近、本町商店街の中に

ちょっと買い物に行ったときにちらっと聞いた

んですけども、あそこの中のＷｉＦｉを設置さ

れてんのかな。ところがあの、外におるときに

は、アーケードのところにおるときには入るん

だけれども、お店の中に入って四、五メートル

かな、ぐらいすると何か入りが悪くなるという

話を聞いたんですよね。そういうところは把握
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されているんでしょうかね。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ＷｉＦｉの関

係でお答えいたします。 

 今ですね、ＷｉＦｉの環境としてはですね、

アーケード街に９カ所ですね、くまもとフリー

ＷｉＦｉという誰でも使えるＷｉＦｉを整備し

ております。なかなかこう大人数にはですね、

対応できていないという部分もですね、あるん

ですけども、その辺はまた今後検討してまいり

ます。 

 今言われたのは、各店舗ごとのＷｉＦｉかな

と思いますけども、そういったものについては

ですね、今後いろいろ商店街の先ほどのキャン

ペーンの取り組みもありますんで、商店街の皆

さん、また、商工会議所の皆さんとですね、協

議しながらですね、ＷｉＦｉの整備の必要性を

検討してまいりたいと思っております。 

○委員（増田一喜君） ええとですね、中で何

かちょっとスマートフォンとか何か使いながら

非常に使い勝手が、中に入ってわからないから

また外に行って使うとかいうのがあったもんだ

から、できれば中ででも有効に使えるような体

制をですね。行政だけにやれということじゃな

いんですけども、やっぱり商店街とか、そうい

うあたりと協議しながら、できるだけ使い勝手

のいい環境をつくっていただければと思って質

問したわけです。はい、わかりました。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 済みません、

一つだけ補足をさせていただきますと、昨年度

までですね、ＷｉＦｉ環境の整備ということで、

各個店にですね、ＷｉＦｉを整備するに当たっ

ての補助金ということを昨年やっておりました。

先ほど言ったとおりに、今後もですね、商店街

や商工会議所の皆さんの意見を聞きながら、そ

ういった事業も取り組んでまいりたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（増田一喜君） わかりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま、ここで

委員長からお願いでありますが、各委員から八

代おもてなしプランの個別に対しての質疑がご

ざいましたが、総合的な内容、計画につきまし

ては、その件につきましては、プランを所管す

る総務企画部から総務委員会で報告があるとお

聞きしておりますので、本委員会での総合的な

内容、計画等についての質疑はお控えいただき

ますようお願いいたします。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（西濵和博君） 今回補正にですね、こ

のおもてなし事業、上程、御説明いただきまし

て、内容十分承知いたしました。先ほども委員

からお話がありましたように、ついさっきの土

曜日でございましたでしょうか、海外からのお

客様が中心市街地に数多くおいでになったとい

うことで、私も目の当たりにしましてですね、

今回の補正の措置は非常にタイムリーだったと

いうふうに評価しております。 

 また、今後そういうところの方面御努力いた

だきながら、状況を見ていただき、また必要に

応じてですね、適時適切にですね、この事業に

ついても、場合によっては、また予算化あたり

も出てくるのかなというふうに思っております

ので。今後なお一層の御努力、職員、市民挙げ

てですね、一体となっておもてなしの風土がで

きればというふうに思っておりますので、要望

とさせていただきます。以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ありませんか。 

○委員（北園武広君） このおもてなし事業に

関しましては、内容等は十分理解できました。

関連して、城下町の景観形成の事業というのが

今回、今年度アーケード街を中心にやっていく
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かと思うとですけども、その辺の関連もやっぱ

りありますので、同じ事業じゃないわけですん

で、連携してその事業を推進してもらえればな

というふうに思っていますので、よろしくお願

いします。以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ございませんか。 

○委員（増田一喜君） 済みませんね。先ほど

も言ったんですけども、このＷｉＦｉ環境につ

いては、できるだけということで。この事業を

やられたら、やっぱり八代の本町商店街が疲弊

してしまうと非常に八代の財政にも影響してく

るというふうに私は思っているんですよね。 

 できれば市、それから商工会議所、また商店

街、ひいては今、ＤＭＯがおりますので、そこ

らあたりと連携緊密にとりながら、また昔の盛

り上がりを見せるような商店街になっていって

くれたらなと思いますので、そのあたりもよく

考えて対応していただきたいと思いますので、

よろしくお願いしておきます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第５７号・平成３０年度八代市一般会計

補正予算・第３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４２分 本会） 

                              

◎議案第５８号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５８号・平成３０年度八代市簡

易水道事業特別会計補正予算・第１号を議題と

し、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） おはよう

ございます。水道局の宮本でございます。着座

にて説明をさせていただきます。 

 議案第５８号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号について御説明

いたします。別冊になっております予算書の１

ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ２９０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億４１２２万６０００円

とするものでございます。 

 ６ページの事項別明細書をお願いいたします。

３の歳出でございますが、款１、項１・簡易水

道事業費、目３・簡易水道建設費２９０万円を

追加し、補正後の金額を２８０３万円といたし

ております。 

 これは泉町の落合簡易水道におきまして、浄

水場の濁度計が故障したため、浄水施設の制御

に支障を来しており、濁度計の購入に要する経

費を補正するものでございます。 

 次に２の歳入でございますが、款６、項１・

市債、目１・簡易水道事業債で２９０万円を増

額し、補正後の金額を２８００万円にいたして

おります。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ございませ

んか。 

○委員（西濵和博君） ちょっと技術的なこと

のお尋ねになりますが、濁度計の故障というこ

とで、補正が通って、しかるべき時期に措置さ

れると思うんですけど、その間ですね、故障し
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ている状態というのは、特に町民、市民生活に

は影響は及びませんでしょうか。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 経緯でご

ざいますが、こちらの濁度計につきましては、

３月２６日時点で地元の住民から水道水が濁っ

ているという通報がございまして、当初予算も

組んだ後だったものですから、メーカーに頼み

まして、修理できないかどうか点検等を行った

ところでございます。幸い４月、５月が雨が少

なかったもんですから、何回か濁りはしたんで

すけれども、ちょっと６月、梅雨に入りますと

いうことですから、緊急施工伺いをとりまして、

本補正予算を上げたところでございます。以上

です。 

○委員（西濵和博君） はい、理解できました。

適切な処置を既に講じていただきまして安心し

ました。ありがとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第５８号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第１号については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７２号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第２号 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第７２

号・平成３０年度八代市簡易水道事業特別会計

補正予算・第２号について、水道局から説明を

お願いいたします。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 引き続き

説明をさせていただきます。着座にて失礼いた

します。 

 議案第７２号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第２号について御説明

いたします。別冊になっております予算書の１

ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ３１万９０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２億４１５４万５０

００円とするものでございます。 

 ５ページの事項別明細書をお願いいたします。

３の歳出でございますが、款１、項１・簡易水

道事業費、目２・簡易水道維持管理費３１万９

０００円を追加し、補正後の金額を５１３９万

１０００円といたしております。 

 次に２の歳入でございますが、款５・諸収入、

項１、目１・雑入で３１万９０００円を増額し、

補正後の金額を５８６万円にいたしております。 

 内容につきましては、別途お配りしておりま

す資料、消費税転嫁に係る補正予算についてに

て説明させていただきます。 

 資料の項目の１番目、消費税の円滑かつ適正

な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻害する

行為等の是正に関する特別措置法いわゆる消費

税転嫁対策特別措置法でございます。 

 この法律は、平成２６年４月の消費税５％か

ら８％への引き上げ、また、平成３１年１０月

の１０％への引き上げに際し、消費税が円滑か

つ適正に転嫁されることを目的に、平成２５年

１０月１日に施行されました。 

 本法では、買い手側が特定事業者である場合、

売り手や役務の提供者側に対して消費税増税分

の転嫁拒否等を行うことを禁止しています。 

 中小企業庁、公正取引委員会は、消費税が適

正に転嫁されているか、事業所等において帳簿

類の検査を行う立入検査が認められており、不
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適切な事例等が判明した場合、指導や勧告を行

うことができます。 

 次に、２の経緯でございます。 

 特別措置法の対象となる買い手側である事業

所には、地方自治体も含まれるとされておりま

して、本市におきましては、経緯の表にありま

すとおり、平成２９年５月に立入検査通知を受

けまして、同年６月に九州経済産業局の立入検

査を受けております。 

 立入検査の対象となりましたのは、１１課か

い１５件の契約案件でございます。その後、２

９年７月でございますが、７課かい８件につき

まして、消費税が適正に転嫁されていないとい

う九州経済産業局の見解が示されました。その

うち２課かい３件については、特別措置法にお

いて禁止されている転嫁拒否に該当し、消費税

が８％に増税された平成２６年度に遡って原状

回復を求める指導書を発出する予定である旨の

連絡が２９年１２月にございました。 

 特別措置法違反との指摘を受けました案件は、

表の備考欄にありますとおり、①の簡易水道量

水器検針業務委託、②の八代市有料指定袋の配

送並びに一般廃棄物処理手数料収納業務、③の

八代市有料指定袋販売業務の３件でございます。 

 立入検査以降、本市におきましては内部で検

査対象となった案件の精査を進めてまいりまし

て、消費税が適正に転嫁されていないという見

解が示された案件及び特別措置法違反とされま

した案件につきましては、適正な消費税転嫁を

行うため、３０年度当初に予算措置を行ってお

ります。 

 その後、ことしの４月に特別措置法違反とさ

れた３件について指導書を受理しております。 

 平成３０年５月に入りまして、立入検査の検

査対象となったもの以外のすべての市発注の業

務委託について全庁的な調査を行いましたが、

指導書で指摘を受けた案件以外に水道局の４件

が該当することが判明いたしました。 

 項目の３番目、指導書の内容でございます。

２ページ目にかかります。 

 本委員会関係分は、表に記載のとおり、

（１）の簡易水道量水器検針業務、（２）の簡

易水道使用料集金業務、（３）の簡易水道施設

監視人業務、（４）上水道量水器検針業務、

（５）水道料金集金業務の５件でございます。 

 業務の内容でございますが、表の右欄に記載

しておりますとおり、毎月の水道メーターの検

針や水道料金の徴収、簡易水道施設の日常監視

という業務を個人へ委託しております。これら

の業務に対して、市から受託者に１件当たりの

税込み単価に実績件数を乗じて委託料をお支払

いしているものでございます。 

 指導の内容は、立入検査の結果、消費税率５

％であった平成２５年度と、消費税率が８％に

引き上げになった平成２６年度に、これらの委

託料の単価を同額に据え置いたという本市の行

為は、３％分の増税分を適正に上乗せしていな

いと認められるため、特別措置法で禁止されて

いる買いたたきに該当し、３％の差額消費税分

を受託者に支払うこと等の措置を講じるようと

のことであります。 

 本市としましては、平成２６年度の契約を行

う時点で、受託者の同意を得た上で委託料を決

定しているものであり、特別措置法に規定する

買いたたきに該当しないものとの認識でしたの

で、立入検査の際にも、その旨を繰り返し主張

いたしましたが、結果として認められず、九州

経済産業局の指導に従うことといたしました。 

 項目の４番目、原状回復額１００万８９０２

円と３ぺ－ジ、最後の項目の５番目、補正予算

額について御説明いたします。 

 指導の対象となった各業務につきまして、平

成２６年度に溯り平成２９年度まで消費税８％

で再計算した委託料と、既にお支払いしている

委託料との差額は表のとおりでございまして、

合計で１００万８９０２円でございます。 
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 平成３０年度当初予算に検針業務委託料の差

額消費税分８万７０００円を計上していたとこ

ろでございますが、指導書受理後、全庁的な調

査の結果判明した簡易水道使用料集金業務委託

料２０００円、簡易水道施設監視人業務委託料

３１万７０００円の差額消費税分の予算を追加

補正し、速やかに当該業務委託をお願いしてい

る受託者様にお支払いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。ありませ

んか。 

○委員（増田一喜君） 今回５％から８％に上

がった、今度はまた１０％に上がるということ

になる予定ですよね。そのときに、こういうこ

とが再度起こらないように適正にやっていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第７２号・平成３０年度八代市簡易水道

事業特別会計補正予算・第２号については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７３号・平成３０年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、議案第７３

号・平成３０年度八代市水道事業会計補正予算

・第１号について、水道局から説明をお願いい

たします。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 引き続き、

説明させていただきます。着座にて失礼いたし

ます。 

 議案第７３号・平成３０年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号について御説明いたしま

す。 

 補正の理由でございますが、先ほどの議案第

７２号と同様に、昨年の九州経済産業局の消費

税転嫁対策特別措置法に基づく立入検査から指

導書の発出を受けて全庁的な調査の結果、水道

事業の２業務が特別措置法において禁止されて

いる消費税の転嫁拒否等に該当することが判明

したため、平成２６年度に溯り平成２９年度ま

で消費税８％で再計算した委託料と、既にお支

払いしている委託料との差額消費税分を受託者

様にお支払いするため補正するものでございま

す。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いいたします。 

 第２条、平成３０年度八代市水道事業会計予

算第３条に定めた収益的支出の予定額を補正す

るものでございます。 

 支出では、第３項・特別損失を６０万７００

０円補正し、水道事業費用４億７４２３万円を

計上いたしております。 

 次に、補正予算に関する説明に移らせていた

だきます。５ページは、水道事業会計の補正予

算実施計画でございます。６ページ、予定キャ

ッシュフロー計算書及び７ページから９ページ

までの予定貸借対照表は、企業の資金の流れ及

び財政状況を明らかにするものでございまして、

内容につきましては省略させていただきます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 補正に係る収益的支出の内容でございます。
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款１・水道事業費用、項３・特別損失、目２・

過年度損益修正損でございますが、６０万７０

００円の補正をお願いするものでございます。 

 先ほどの資料の２ページと３ページをお願い

します。 

 対象業務は、上の方の表の（４）上水道量水

器検針業務と（５）水道料金集金業務でござい

まして、差額消費税をお支払いすべき役務提供

者と金額は、検針業務が７人の５８万５３４５

円で５８万６０００円の補正、集金業務が５人

の２万１３３６円で２万１０００円の補正をお

願いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ございませ

んか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第７３号・平成３０年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は交代してください。 

 次に、本委員会に付託となっている請願陳情

はありませんが、持参されております要望書に

ついては、写しをお手元に配付いたしておりま

すので、御一読いただきたいと思います。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０２分 本会） 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本会に

戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件であります。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して２件、執行部から発言の申し

出があっておりますので、これを許します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（地

方創生交付金事業について） 

○委員長（成松由紀夫君） それではまず、地

方創生関係交付金事業についての説明をお願い

いたします。 

○理事兼商工政策課長（豊本昌二君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 地方創生関係交付金事業についてということ

で御説明させていただきます。座らせて説明さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

 それでは、資料のほう、地方創生関係交付金
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事業について（平成２９年度分）という資料を

お開きいただければと思います。 

 まず１ページからですね、私ども商工政策課

の八代圏域ツナガルインターンシップ推進事業

についての御説明になります。 

 この資料のですね、構成につきましては、１

ページから４ページまでを概要版の報告という

ことで、この後続きます観光振興課の分まで入

れております。 

 それから５ページから先につきましては、こ

の２９年度のこの事業のですね、詳しい内容を

しておりまして、こちらの説明の概要版として、

この１ページから４ページまでの分を作成して

いるものでございます。 

 それでは、説明に入ります。まず、私ども商

工政策課の地方創生推進交付金事業、八代圏域

ツナガルインターンシップ推進事業についてで

ございます。 

 総事業費は、およそ１９００万円ほどの事業

費を用いまして、まず２８年度のですね、年度

途中からですね、このインターンシップ事業を

始めたところでございまして、２８年度につい

ては、一般社団法人の法人を立ち上げたという

ところまでで終わっております。その後、セン

ター長を採用したり、それからセンターの事務

局職員を採用したりということでしておるとこ

ろでございまして、事務所を開設し、そしてイ

ンターンシップの実施に向けた各事業所や大学、

学校等の訪問をしたところでございます。 

 インターンシップの実施のコーディネートを

ですね、行いながら、それぞれパイロット事業

を行っております。会社説明会、それから小冊

子作成、それからスマホのアプリの開発等々と

いうことで、昨年度、特に会社説明会は福祉関

係のほうを行いまして、４名が就職につながっ

たところでございます。 

 問題点、課題になりますけども、特に認知度

がまだまだというところがございまして、何と

かそこの向上を目指していきたいと。 

 それから、この推進交付金事業の目的であり

ます最終的にはですね、自立に向けた取り組み

ということになってまいりますので、その辺を

見据えた収入源の確保というところと、あと会

員数の拡大というところが問題点、課題になっ

ているところでございます。 

 あと、今後の対応策としては、冊子、アプリ

等を通じた認知の向上、特に教育機関との関係

性の構築をしていったり、会員数の拡大という

のが大事になってまいりますし、やはりですね、

どうしてもそれに伴います資格等も必要になり

ますので、有料、無料の職業紹介資格というと

ころとしております。 

 特に今年度からが非常に重要なポイントにな

ってまいりますので、３０年度については、高

校からのインターンシップのですね、応募を大

きくしていきたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 観光振興課田

中でございます。 

 私のほうから、交付金事業の②、③、二つの

事業についてですね、御説明をいたします。着

座にて失礼させていただきます。 

 それでは、資料の２ページ目をごらん願いま

す。 

 まず初めに②、地方創生推進交付金、海外ク

ルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェク

ト事業でございます。 

 これはですね、ＤＭＯやつしろを核に官民協

働による観光地づくり、交流人口の拡大を図る

とともに、トマトや晩白柚などの特産品の消費

拡大、流通促進を図るための事業でございます。 

 平成２９年度の総事業費としましては、１億

４６００万余でございます。 

 事業はですね、ごらんいただくとわかるかと

思いますけども、四つの柱で取り組んでおると
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ころでございます。 

 一つ目は、ＤＭＯやつしろ機能強化事業とし

て、観光専門人材の育成や旅行商品を造成する

ためのマーケティングを実施しております。ま

た、フードバレーを推進するために、アドバイ

ザーを設置するとともに研修会等の実施をして

おります。 

 二つ目が、大型クルーズ船等インバウンド事

業でございます。こちらはですね、八代城跡で

の着地型旅行商品の開発や日奈久温泉街におけ

る賑わいの創出、八代神社での展示物の多言語

表記、音声案内、五家荘での宿泊イベント等を

実施しました。 

 三つ目は、八代市・氷川町・芦北町ブランド

事業、通称ですね、シトラスブランディング事

業として言っておりますけども、広域的観光圏

を創出するためにですね、戦略プランの策定、

国内外の旅行会社へのセールス活動等を展開し

たところでございます。また、香港においては、

晩白柚のＰＲ活動も実施したところでございま

す。 

 四つ目になりますけども、フードバレー流通

推進事業でございます。こちらについては、台

湾高雄市での食品見本市への出展や各見本市等

に企業の皆さんが出展される場合のですね、事

業者への出展費用の補助やリーファーコンテナ

利用補助を実施したところでございます。 

 次に、３ページをごらん願います。 

 今申し上げました２９年度の事業の取り組み

の成果として御説明をいたします。 

 ＤＭＯやつしろ強化事業では、市民を対象と

した観光人材育成として、市内高校生によるグ

ルメ・観光パンフＧＹＡＮ（ギャン）、これを

ですね、５０００部作成しております。このパ

ンフレットは、日本語版、多言語版ということ

で作成したところ、お店にはですね、このパン

フレットを持って外国人が来るというような形

で利用もふえているというふうに聞いておりま

す。 

 また、スマートフォンを活用したマーケティ

ングでは、クルーズ船クルーの主な訪問地とし

て、ゆめタウンや薬局に訪れているというよう

なことがわかったところでございます。 

 大型クルーズ船等インバウンド事業では、着

地型旅行商品きびっとツアー、こちらへの参加

者というのも年々ふえてきております。また、

日奈久温泉街においては、和の空間整備事業と

して１１件の申請があり、景観整備に対する地

域住民の関心というのが高まってきているとこ

ろでございます。 

 シトラスブランディング事業についてはです

ね、広域観光圏として位置づけて、メディアに

ですね、多く取り上げられるなど注目を集める

とともに、香港における晩白柚の輸出促進が図

られたところでございます。 

 フードバレー流通推進事業では、台湾高雄市

で開催された食品見本市への出展の結果、見積

もりの依頼が２０社あるなど、流通の拡大に向

けての足掛かりをつくることができました。 

 次に、問題点、課題でございますけれども、

そういった事業を実施する中で、大型クルーズ

船等インバウンド事業では、着地型旅行商品が

まだまだ少ないと。特にですね、宿泊につなが

っていないという状況が見えてきたところでご

ざいます。 

 また、フードバレー流通推進事業関連では、

買い手側ニーズに対する供給力不足や流通に係

るマネジメント力の不足、輸送に係る農産物の

劣化対策というものが課題として見えてきたと

ころでございます。 

 そういったことを踏まえて今後の対策でござ

いますが、観光、フードバレー事業あわせてで

すね、総じて専門性の高い人材育成ということ

が非常に大事だということで、今後注力してま

いります。 

 また、個別に、観光に関しては、ＷｉＦｉ等、
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先ほどありましたけども、受け入れ環境の整備

促進、プロモーションの強化等を図り、交流人

口の拡大を図るとともに、フードバレー事業に

関しては、関係団体と連携し、買い手側ニーズ

に対応するための供給量の確保、また、農産物

の輸送試験の継続実施に取り組み、流通の拡大、

促進に図っていくこととしているところでござ

います。 

 以上が②の海外クルーズ船寄港を活かした観

光プロジェクト事業でございます。 

 続きまして、４ページをごらん願います。 

 ③地方創生拠点整備交付金、コミュニティビ

ジネスによるしごと創生・地域活性化プロジェ

クト事業でございます。これは交付金を活用し

た施設整備という事業になりますけども、さか

もと館にイベント交流施設を新たにつくるとい

うものでございます。 

 事業の背景でございますが、さかもと館は、

交流促進による地域活性化等を図るために平成

７年にオープンしたところでございますが、こ

のさかもと館にはですね、地域住民と市外の方

々の交流するようなスペースがないということ

もあってですね、利用者や収益というものは伸

び悩んでいる状況にあったと。 

 そのような中でですね、荒瀬ダム撤去という

ことが出てきまして、坂本住民自治協議会を中

心にアユ料理の提供など農林漁業等の体験型観

光を進める動きというものが出てきたところで

ございます。 

 そういった住民自治協議会の活動を本格化さ

せ、さかもと館の交流促進機能の向上を図る体

験型観光事業の拠点場所として、また、食文化

の発信拠点として、今回、施設整備を行ったと

ころでございます。 

 事業概要にありますけども、さかもと館の敷

地内にイベント交流施設を増設し、主な活用と

しては、そういった住民自治協議会によるアユ

料理を提供する食処さかもと鮎やなの開設とい

うことを主にしております。 

 構造としては、平屋建てということで、総事

業費約５６００万円。建物はですね、ことしの

３月３０日に既に竣工しておりますけども、来

る７月１４日、食処さかもと鮎やなの開業に合

わせて施設を運用開始するということにしてお

ります。 

 左下のほうにですね、事業実施体制というこ

とで書いておりますけども、あくまでも施設と

しては市の施設ということで、市はさかもと温

泉センター株式会社にですね、管理委託を行う。

で、坂本住民自治協議会が指定管理者に使用申

請をし、運用していくということになっており

ます。 

 右下のほうですけども、事業の成果、課題と

いうことで、実は昨年度、仮店舗プレハブで営

業をしております。その結果７０００人を超え

る利用者があったということで、今回ですね、

新たに施設を整備するということで、さらなる

利用者の増というのが図られることが期待され

ております。 

 またですね、周辺には、アユ料理を提供して

いる店舗もあり、聞くところによると、自分の

店舗がお客さんで満員のときにはですね、ほか

の店舗に回すというようなことで、お店同士の

連携、相乗効果も出てきているということで聞

いております。そういった取り組みが進んでい

けばですね、地域全体をアユどころとして売り

出していくこともできるのではないかというこ

とで考えているところでございます。 

 課題でございますけども、このアユが提供で

きる期間というのが、どうしても７月から１１

月までということで限られております。それ以

外のですね、期間、どうやって集客していくの

かということが、今後大きな課題ということで

捉えているところでございます。 

 以上ですね、商工政策課の分も含めて、地方

創生推進交付金事業関連について御説明してま
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いりました。御意見等賜りたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はございませんか。ございませ

んか。 

○委員（髙山正夫君） ２ページの海外クルー

ズ船関係ですかね。ＤＭＯやつしろ機能強化事

業の関係ですけども、３ページに対応策として、

ＤＭＯやつしろ機能強化事業で専門的人材、後

継人材の育成とランドオペレーターの養成、訪

日外国人に対する通訳人材の確保ということで、

対策についてはわかっとらるっとかなと思った

んですけど、私がずっと感じていましてですね。 

 要するに、ＤＭＯというものがどういうもの

なのかちゅうのが、話を聞くのがすべて観光振

興課の職員の皆さんであって、ＤＭＯというの

は専門性が非常に求められるっとかなと。そう

いうところがですね、全然一般的には見えてい

ないというのが現状でございまして。ＤＭＯの

ほうには予算もですね、結構行ってますので、

もう少しＤＭＯというのが、どういった顔なの

かというのがわからないというのがですね、市

民の意見なんですよね。そのあたり、この対策

についてですね、ＤＭＯのあり方についてです

ね。あり方はもうつくる以前から話あったかと

思いますけども、もうちょっとですね、やはり

市民にＤＭＯの存在というのがですね、わかる

ような何かないかなというふうに。今んところ、

私、どうしても専門性をですね、実感していな

いというのが現実ですので。そのあたりよろし

くお願いしたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 答弁要らないです

か。要望。答弁。 

○委員（髙山正夫君） そのあたりについて、

はい、お願いします。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ＤＭＯについ

てですけども、ＤＭＯという組織自体はですね、

通常の観光協会とは違って、収益を上げて自分

たちで自立していくということが大きな組織と

しての意義というか方針になっております。 

 そういった意味で、立ち上げてまだ数年しか

たっておりませんので、まだまだ旅行商品とい

うのが、先ほども説明しましたけど、まだでき

上っておりません。そういう旅行商品が今後で

き上っていけばですね、多くのお客さんが来る

ということになってくれば、ＤＭＯが何かやっ

たなという形で見えてくるのかなと思っており

ます。 

 そういった意味で、そういう旅行商品をです

ね、つくれる人材というのの育成をですね、早

急にやっぱやっていかなんかなというふうに考

えております。 

 そういうことで、だんだんだんだん市民にも

ＤＭＯという認知度がですね、上がっていくの

かなというふうに思っております。 

○委員長（成松由紀夫君） よかですか。 

○委員（髙山正夫君） ありがとうございまし

た。 

 何か今んとこイベントとかそういうのだけで、

何かＤＭＯという言葉は出るんですけど、実際

きのうの、何ですか、クルーズ船の歓迎式典と

かありましたですよね。 

○委員長（成松由紀夫君） おとといです。 

○委員（髙山正夫君） おとといですかね。あ

れは、どこが主催なのかというのも、はっきり

何か明確にわからなかったし。私もちらっと顔

は出したんですけど、来ておられるのがすべて

市の観光振興課の職員の方々とか、市の幹部の

方々も来ていらっしゃいましたけども、そうい

うところがみえたので、そのＤＭＯ主催という

のが何かはっきりわからないなというような実

感もありましたものですから。今後ともですね、

どうぞそのあたりはＤＭＯの何といいますか、

体力が強くなるように支援していただければと

思います。 

 以上でございます。 
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○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（西濵和博君） ツナガルインターンシ

ップ推進事業について、今後のこととしてお尋

ねしたいんですけど。 

 課長御説明の中、ワンフレーズあったかと思

うんですが、今後の財源問題もあろうかと思う

んですが、事業期間が２８から３２年度５カ年

間、その後のですね、この事業についても引き

続きお考えでいらっしゃるのかなというふうに

察するところなんですが、３３年度以降、運営

経費としての財源確保については何か御予定、

もう既にありますでしょうか。 

○理事兼商工政策課長（豊本昌二君） ありが

とうございます。先ほども御説明いたしました

とおり、雇用促進センター、法人として立ち上

げております法人については、３２年度までの

補助金があって、３３年度からですね、自立化

という中で、まずは先ほど申し上げました会社

の会員をふやしていくということ、会員が有料

になりますので、会員をふやしていくことがま

た一つあります。 

 それから、要は、それぞれの企業の中でまた

営業というか事業を営まれている中で、また課

題とかもありますので、そういったところにつ

いてのまたコンサルティングとかですね、そう

いったものも出てまいりますし、こちらにも書

いておりました職業紹介事業というのも一つま

た有料という部分についてはですね、また収益

が上がるものとですね、考えております。 

 また、それ以外でもいろいろな課題に対して

ですね、どれだけ有償でもっていくのかという

ことをですね、しっかりとですね、この３２年

度までにですね、取り組んでいきたいというふ

うに思っているところです。 

○委員（西濵和博君） 方向性、理解しました。

地方創生事業は事業の性格上、これに限らずで

すね、全国実施されている団体は、事業期間以

降の、どういう形でそれを持続あるいは充実さ

せていくかというのが課題の一つかなというふ

うに思いますし、ＫＰＩをですね、いかに達成

するかもそうなんでしょうけれども。 

 今後慌てないようにですね、いろいろ英知を

結集して事前の対策を講じていただいて、市民

からですね、ほんとうに必要とされる組織体に

成長していかれることを期待しています。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（庄野末藏君） このシトラスブラディ

ング事業のその晩白柚の輸出ですけど、輸出す

るときの立ち合いちゅうか見に行ったんだけど、

これ３１２０個ちゅうことで完売されたのか、

そして完売されて何ちゅうか生産者には１個当

たり幾らぐらいの収益があるのか、そこら辺を

ちょっと教えて。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） フー

ドバレー推進課、豊田でございます。よろしく

お願いいたします。 

 晩白柚プロモーション事業におきます晩白柚

の販売状況でございますけども、Ｌ玉が３００

０個、２Ｌが１００個、３Ｌが２０個というこ

とで輸出を３１２０個したわけでございます。

そのうちＬ玉が２６９８個、２Ｌが４２個、３

Ｌが７個というような販売状況でございました。

おおむね大体８８％ぐらいの売り上げというよ

うなことでございます。 

 また、こちらにつきましては、イオンのほう

が全量これは買い上げというようなことでして

おりますもんですから、損失は出とらないとい

うことでございます。また、通常の国内での販

売価格よりも若干高目に購入をしていただいて

おります。具体的に申しますと、Ｌ玉が大体１

８９０円、２Ｌが４８８６円、３Ｌ玉が１万３

９８６円ということで購入されていただいてお

りますので、多少なりとも農家の皆さん方の所



 

－20－ 

得の向上には寄与しているのじゃないかという

ふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（庄野末藏君） 輸出されるときの様子

を見に行ったんですけど、商品を見ると、一番

最高な商品だったですね。それで、その金額を

聞いてみると、物すごい、何かあんまり損失は

なかったというような意見だけど、私から見れ

ば、そこら辺の金額ちゅうのは八代の市場にも

そのくらいの金額が出よりますもん。だけんで

そこら辺の感覚が今後どのような形でいくのか。 

 八代で晩白柚を生産ちゅうか市場に持ってこ

られるのは、時期的に１０月くらいから出され

る人がおっとですよね。そういうのも国内のほ

うに展示したり販売したりする、そういう反響

ちゅうか、それで後の晩白柚が安くたたかれる

わけですよね。味がない、高い。そういう評価

を受けられて、なかなか皆さんに潤わないとい

うのが現状だし。 

 そういう中で、もう少し指導強化ちゅうか、

そういう市場とか出す場合に対しては、もうち

ょっとこう指導してもらって、時期的に１２月

なら１２月、１１月中旬ぐらいから出荷すると

か一斉規制をすれば案外と商品も付加価値がつ

いてですね、皆さんも潤うとだけど、なかなか

そういうあれは統一されんような状況ですので。

今後とも何かあったときは、そういう指導をし

てほしいかなという気持ちを持っております。

よかです。 

○委員長（成松由紀夫君） よかですか。はい、

ほかにございませんか。 

 では、この際、委員として質疑、意見をした

いので、副委員長と暫時交代いたします。 

○副委員長（西濵和博君） それでは委員長の

職務を行いますので、皆さんよろしくお願いい

たします。 

○委員（成松由紀夫君） ええとですね、先ほ

どからるる話が出とる中で、３ページ、先ほど

髙山委員が言われた部分ですね、ＤＭＯやつし

ろ、そもそもこの経緯がＤＭＯやつしろ、そし

てフードバレーというのは石破先生のときの地

方創生の加速化交付金でスタートして１０分の

１０でしょう。今それに付随して立ち上がって

きて、２分の１でこの地方創生の推進交付金で

あったり拠点整備交付金ということで、まさに

地方創生にかかわる部分というのは財源と、そ

れと国・県・市の連動、そして執行部も一体と

なって、今やっと姿形が表に浮上してきた状況

ですよね。 

 これがいろんな不安感であったり、もろもろ

あったんですが、クルーズ船が２００隻という

ような見込みもある中でですね、先ほどの３ペ

ージのこのＤＭＯやつしろというところの機能

強化。ＤＭＯもですね、ほんとう、まさに言わ

れるとおり、市民の皆さん方にはなかなかその

姿というか、が見えづらい。新駅の横にあるの

も御存じじゃなくて、御存じの方もあそこは締

め切っとるけんようわからんというような御意

見もあるわけなんですよね。だいけん、あそこ

を少し開放的にしていくような部分もあるし。 

 あと、職員さん方、現場で専門的な有識者の

方々が入ってこられたりして、非常に努力され

ているのもわかっております。それがいよいよ

というときに、専門的人材、後継人材とかラン

ドオペレーターというようなことがありますよ

ね。ただ、この中で、訪日外国人に対する通訳

人材、ここがですよ、もう今の時点である程度

明確になっとかんと。 

 例えば、これ心配なんですがね、我々が例え

ば韓国とか台湾に行ったときに、大概日本語が

できるんですよね。ポイント、ポイント。その

空港なりホテルなり、ある程度どろころしたら

韓国にいたっては、食堂屋のおばちゃんでも商

店街のおばちゃんでも、ちょろちょろっと日本

語しゃべって。お金を払うときに、ウォンでも

ごもごしよったら、ああ、お兄さん円でいいよ
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みたいな。さらさらっとやってくれるというか。

ああいう部分が、また次のリピートじゃないけ

ど、何か韓国、台湾安心よね、行ってもという

ようなところがリピートだと思うとですよね。

となると、今じゃあ八代で中国語、それこそ韓

国語にしてもそうなんですが、なかなかそこの

ところが非常に課題になってくるというのが最

優先かな。 

 今やっと姿形が出てくる中で、土曜日のです

ね、ことも大盛況だというのもお伺いもしてお

ります。ああいったイベントのときも、経済企

業委員には本番のときとか何かじゃなくて、御

案内をいただきたいなというのは、一つそれは

要望なんですが。 

 この訪日外国人に対する通訳人材の確保とい

うか、この人材の育成関係ですよね。この辺で

何か今、具体的なシミュレーションというか、

あればですよ、方向性というか、こんな感じな

んですよねとか、こういう部分で例えばＤＭＯ

がやるとか市がやるとか、何かシミュレーショ

ンしているものが多分あるとは思うんですが。

ある範囲で結構でございます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ただいま委員

長からありました訪日外国人に対する通訳人材

の確保ということについてお答えをしたいと思

います。 

 なかなかですね、県のほうもようやく動き出

したということで、３年前ぐらいから外国人へ

のおもてなし講座というのをですね、開いてお

ります。 

 正直、八代さんの中を見たときにですね、そ

ういう外国人の育成というのは進んでいないよ

うな状況というのは十分承知しております。Ｄ

ＭＯの中にですね、きびっと隊ということで、

一部通訳ということでボランティア的にですね、

活動していただいている方もいらっしゃるみた

いなんですけども、今後はですね、そういう県

がおもてなし講座、特に県としてはというか、

今後ラグビーワールドカップ、世界女子ハンド、

そしてオリンピックということで、県のほうも

おもてなし事業と、外国人の通訳をふやそうと

いう取り組みを進めているところでございます。 

 そういった県の事業であったりとか、あとは

また市独自にでもですね、専門性、実際に通訳

として活躍されている方等を呼んでの勉強会等

をですね、開いていきたいと思っております。 

 実はちょっときのうですね、熊本県で英語の

ガイドをやられているＮＰＯ法人なんですけど

団体がございます。そこの団体がですね、今ま

で熊本城、阿蘇、天草ということで、外国語の

案内のほうを重点的に進めてこられたんですけ

ど、実はことしは八代をやりたいということで、

きのうちょっと会合があって行ってきたところ

でございます。そういった方々に、今後ですね、

主となって八代での外国人通訳案内のですね、

確保というか整備、人材育成ということを図っ

てまいりたいと思っております。 

○委員（成松由紀夫君） その予算のですね、

まず財源の確保とタイムスケジュールのものを

考えると、県が動き出したということで、確か

にそうなんですけども。逆にスピード感があっ

て動き出している案件で姿形が出てきて、特に

ですね、田中課長も県には非常にパイプがお強

うございますし、福元次長も国とはばっちりい

かれてますので、そこがですね、国・県・市の

そこの大事な部分てあるわけですよ。 

 だから、この何ですか、地方創生の拠点整備

交付金あたりでも、これさかもとにてこ入れす

るわけでしょう。鮎やなにね。あれも非常に今

盛り上がってきとって、期間限定な部分がもっ

と、ちょっと裾野を広げていってというような

考え方で取り組まれるということなので。こう

いったことも積極的にやられながら、我々しっ

かりこういうのは協力して、反対ばっかり言っ

とってもどやんもならんですけん、いずれにせ

よ今実績と結果が伴ってきている案件なので、
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一体型となって、またやっていきたいと思いま

すので。その折々の御案内があれば、委員の皆

さんにしていくと、その段階的なものもわかる

し。 

 それと先ほど髙山委員からもあった、ＤＭＯ

の活動的な部分というのは、なかなかあそこに

行って、いろいろ聞くとわかっとですけど、や

っぱ新駅前にちょっと、あそこ入口あけていら

っしゃいみたいな感じはしとかないと。よかと

こ宣伝隊の流れで、何か締め切って、あそこは

何ばしよらすとだろうかというような御意見が

あるとも事実なんですよね。 

 だから、せっかくあれだけ頑張んよんなはっ

とに、もうちょっとこう八代のイベントもんの

のぼり旗あたり立てて、入り口あけて、いらっ

しゃいみたいな感じでいくと、くまナンステー

ションみたいな感じで、動線がまたできますよ

ね。そういったことは、小さいことですけども、

ぜひ頑張っていただきたいというのを要望とい

たして終わります。 

○副委員長（西濵和博君） それでは、委員長

職を交代いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、地方創

生関係交付金事業についてを終了いたします。 

 執行部入れかわりのため小会いたします。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（八

代市体育施設あり方検討会について） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本会に

戻します。 

 次に、八代市体育施設あり方検討会について

の説明をお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部の中でございます。

よろしくお願いします。 

 本市では、これまで民間の委員さんによりま

す八代市体育施設あり方検討会を設置いたしま

して、本市の体育施設の管理運営等の将来のあ

り方について検討をしていただきました。今

般、そこでの意見が取りまとめられ、市長に対

して提言がなされましたので、その内容につき

まして、所管の小野スポーツ振興課長から説明

をさせます。よろしくお願いします。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）本日は、八代市体育施設あり方検討会

から、八代市体育施設の再編方針及び活用方針

について御提言がありましたので、御報告いた

します。なお、報告につきましては着座にてさ

せていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） それで

は、この、八代市体育施設あり方検討会につい

ての資料のほうをごらんください。 

 まず、１のあり方検討会の設置目的ですけれ

ども、八代市が設置する体育施設の効率的かつ

効果的な配置、運営等に向けたあり方を検討す

ることを目的として設置したものでございま

す。 

 次に、２、検討会の役割ですけれども、検討

会は、１、体育施設の再編方針及び活用方針に

関すること、２、その他体育施設のあり方を検

討するために必要な事項に関することについて

調査及び検討を行い、検討結果を市長に提言す

ることになっております。 

 次に、３、検討会の開催状況ですけれども、

平成２７年度より２９年度にかけて計１４回開

催いたしております。 

 次に、４、検討委員の構成ですけれども、専

門的な知識経験を有する者及び有識者の外部委
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員７名で構成されております。内訳といたしま

しては、経済分野から２名、財務分野１名、建

築分野１名、スポーツ分野２名、有識者１名で

ございます。 

 続きまして、５、対象施設につきましては、

八代市の体育施設全２５施設でございます。一

覧につきましては３ページのほうを御参照いた

だければと思います。 

 最後に、６、検討結果についてでございます

けれども、検討会では、今後の体育施設のある

べき配置、運営形態、施設それぞれが抱える課

題等を整理しながら、個別検討、地域別検討、

競技別検討の主に３つの視点から検討を重ねら

れ、八代市の体育施設に係る再編・活用方針と

して６つの柱を御提言いただきました。 

 ２ページ目をごらんください。 

 八代市体育施設の再編活用に向けた６つの柱

ですけれども、まず１つ目の柱が、拠点となる

施設の充実となっております。総合体育館を初

め、拠点となる大規模施設の充実を図り、大会

や合宿の誘致を活発化することで地域活性化に

貢献するとともに、競技人口の拡大、青少年の

健全育成等に寄与することとなっております。 

 次に２つ目の柱ですけれども、地域住民のた

めの施設の必要性となっております。八代市

は、平成１７年に１市２町３村による合併をし

ており、体育施設が点在していることから、各

地域にある学校や公園等の代替施設の利用も視

野に入れながら、広くスポーツ活動の場を提供

するため、必要な体育施設を運用することとな

っております。 

 ３つ目の柱ですけれども、財政状況を踏まえ

た施設の運営です。八代市では、庁舎建設及び

環境センター建設等大規模建設事業が計画され

ており、また、将来的な人口減、少子高齢化等

の課題を抱えていることから、公共施設の維持

費が増加していくことに対しての税収の減少が

懸念されるため、体育施設においても、民間事

業等のノウハウの活用や適正な使用料金の見直

しなど、持続可能な施設の運営に努めることと

なっております。 

 ４つ目の柱は、需要の少ない施設の統廃合と

なっております。体育施設の利用状況及び維持

管理体制を見ると、地元主動で施設が維持され

ている施設や稼働が少ない施設については、利

用者の増加に努めながらも地元団体への移譲及

び施設の廃止に向けて取り組むこととなってお

ります。 

 ５つ目の柱ですけれども、学校施設や公園等

の有効活用でございます。八代市には小学校が

２５カ所、中学校が１５カ所、運動のできる公

園施設が８カ所あり、体育施設以外の施設でも

スポーツ活動を行うことのできる施設が多数存

在します。このため、現有施設の有効活用及び

スポーツ需要の分散化及び多様化に対応するた

め、学校や公園等の活用を進めることとなって

おります。 

 ６つ目の柱ですけれども、八代市公共施設等

総合管理計画に沿った配置でございます。八代

市では、平成２９年３月に八代市公共施設等総

合管理計画を策定されており、その中では４０

年先を見据えた人口推移と公共施設の維持・更

新費を試算され、より厳しい財政状況が予想さ

れる内容となっていることから、体育施設にお

いても同様に将来的に持続可能な施設配置を計

画することとされております。 

 今後、今申しました平成２９年３月に策定さ

れました八代市公共施設等総合管理計画や、現

在、改訂に向けて作業しております八代市スポ

ーツ振興計画等を踏まえました上で、いただき

ました提言書を参考にしながら効率的かつ効果

的な配置、運営等に係る体育施設の個別の施設

計画を作成してまいりたいと考えております。 

 以上が八代市体育施設あり方検討会について

の御報告となります。よろしくお願いいたしま

す。 
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○委員長（成松由紀夫君） 本件について、何

か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） ６番にあります八代市

公共施設等総合管理計画に沿った配置というこ

とがあるんですが、これに包含されるものじゃ

なくて、何か別口で出される理由っていうとは

何かあっとですか。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） 今回あり

方検討のほうから提言をいただきました体育施

設につきましてですね、この八代市公共施設等

総合管理計画に基づいて個別の管理計画のほう

の策定をしないといけないということがありま

すもんですから（委員亀田英雄君「ああ、そげ

んとがあっとですね」と呼ぶ）はい。それに基

づきまして、今回、公共施設、体育施設のあり

方検討会からの御提言をいただいて、それを参

考にしながら個別の計画を立てようというふう

に考えております。（委員亀田英雄君「わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） いいですよ。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。ありませんか。 

○委員（北園武広君） ２ページ目の３番、財

政状況を踏まえた施設の運営ということになっ

てます。今、既存の施設がいっぱいあるかと思

うとですけども、１つの種目に特化して今やっ

とるともあれば、多目的に使用できる施設もあ

るということで、その施設の運営の内容の検討

というのもこの３番目の中にですね、入れてい

ただいて、多様に使用できるような施設の考え

方っていうのも今から先必要になってくるんじ

ゃないかなというふうに思いますし、日本スポ

ーツ振興センター等のスポーツ振興くじ助成金

というのがあるかと思うとですけども、そうい

ったとも同センターと連携をとりながらです

ね、事業関係の助成金というか、補助金等を使

用されたらどうかなというふうに思ってます。 

 その辺の考え方というか、は、お持ちなのか

というのをちょっとお聞きしたいなと思いま

す。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） 今、御質

問ありましたけれども、今回、体育施設のあり

方検討会から御提言をいただいたという段階で

ございまして、先ほど言いました個別の施設計

画につきましては、当然、委員のおっしゃるよ

うないろんな補助金とかですね、そういったも

のを検討した上で個別に計画を立てて進めてい

きたいと考えております。（委員北園武広君

「よろしくお願いいたします」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、御意見

等はございませんか。 

○委員（西濵和博君） 今回のあり方検討会か

らの報告については承知いたしました。 

 今後、市執行部としてですね、具体の御検討

に移られていくことになろうかと思いますけれ

ども、私から改めて申し上げるまでもないこと

かもしれませんが、市の公共体育スポーツ施設

については、広く一般の方の利用はもとよりで

すけれども、実際の利用のあり方を見ますと、

やはり年間通じてそれぞれの競技団体さんがで

すね、いろんな形で市民の健全なるスポーツ振

興に寄与されてかかわっていらっしゃるところ

もあるかというふうに承知してますので、ぜひ

広く意見をお聞きになる上においてはですね、

競技団体あるいは体育関係者の方々の御意見も

尊重していただければというふうにお願いしま

す。要望とします。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） ４番の需要の少ない施

設の統廃合とかいうところになりますけど、利
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用者の増加に努めながらも地元団体への移譲及

び施設の廃止に向けて取り組むとしてあるけど

も、地元団体はこういうのを移譲を受けますよ

って、譲り受けますよというふうな人たちがお

ればいいんですけど、そうじゃない場合には、

結局は民間のほうに売却するということもこう

いうとこには取り入れられたらいかがかなとい

うふうに思いますので、そこらあたりの検討も

されたらいかがかなと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 この際、委員として質疑、意見をしたいの

で、副委員長と交代いたします。 

○副委員長（西濵和博君） はい、委員長職を

行います。 

○委員（成松由紀夫君） 今、るるお話が出て

きとる中で、課題があったり、いろいろな部分

ちゅうのはスポーツ委員の現場が一番よくわか

っておられると思います。 

 オリパラであるとか、世界ハンドボール、そ

してインターハイ、もろもろですね、大変、ち

ょっと私も最近担当委員になってからいろいろ

と勉強させられる場面もあって、大車輪の活躍

で担当課しっかり頑張っておられるのは理解し

ておるところなんですけれども、やっぱ体育施

設のこの６つのあり方検討会の柱の中で、やっ

ぱり今、議長からもありましたように、統廃合

の問題と財政状況というのはある中で、非常に

担当課も苦しい中での運営だと思うんですよ

ね。体育協会あたりと連動をしっかりしていっ

ていただかないと、改選前のような、政争にも

なったような案件にもつながりかねないような

状況も含んでいると。 

 ハンドボールあたりもですね、担当課の技術

者の方も大変ご苦労があったと思いますが、こ

う言うと何ですけれども、ＩＨＦに多少翻弄さ

れた感があって、体育館の天井上げろ、つくり

直せみたいなですね、あれも簡単に言われても

何億ってかかる事業だったところを、やっぱ担

当課が県と連動してから粘り強く協議された部

分が、熱意が伝わって今の現状に至っていると

いうのは理解してます。 

 ですので、そういった、この６つの柱の１番

目、拠点となる施設の充実、やっぱりここの部

分はもうしっかりと、財政、統廃合、いろいろ

と考えられる中では、拠点となる施設はやはり

死守して、スポーツ八代っていうようなことは

市長の主要施策というか、マニフェストにも１

期目から盛り込んでありますので、ぜひ頑張っ

ていただきたいなと。 

 そしてまた、この６つの柱でですね、私が非

常にいい提言いただいたなと思うのは、この５

番目の学校施設や公園の有効活用。これはです

ね、よくよく掘り起こして現場を見るとです

ね、県外あたりの合宿とか、そういったものが

学校現場のある程度すばらしい施設を活用され

とる競技団体はあるわけなんですよね。なの

で、そういったところのまた活用するための掘

り起しあたりもしっかりと担当課に要望してお

いて終わります。 

 以上です。 

○委員（西濵和博君） よろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（西濵和博君） ほかにありませんでし

ょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（西濵和博君） ないようでしたら、委

員長職を交代いたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、八代市

体育施設あり方検討会についてを終了いたしま

す。執行部は御退室をお願いします。（｢あり

がとうございました」と呼ぶ者あり） 

（執行部 退席） 
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○委員長（成松由紀夫君） それでは、次に、

本委員会の管外行政視察について協議のため、

小会いたします。 

（午前１１時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 ０時０３分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の管外行政視察について

お諮りいたします。 

 本委員会は、平成３０年７月３日から５日ま

での三日間、東京都台東区、板橋区、神奈川県

藤沢市へ、産業・経済の振興に関する諸問題の

調査のため管外行政視察を行うことといたした

いが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の派遣承認要求の件につい

てお諮りいたします。 

 本委員会は、平成３０年７月３日から５日ま

での三日間、東京都台東区、板橋区、神奈川県

藤沢市へ、産業・経済の振興に関する諸問題の

調査のため行政視察を行うこととし、議長宛て

派遣承認要求の手続をとらせていただきたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもちまして経済企業委員会を散

会いたします。 

（午後０時０５分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年６月１８日 

経済企業委員会 

委 員 長 

 

 

 

 


